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市
政
の
動
き

9
月
市
議
会
定
例
会

一
般
会
計
に

一
億
七
千
百
七
十
ニ
万
九
千
円
を
追
加

冬
に
備
え
小
型
除
雪
機
フ
台
購
入

9
月
市
議
会
定
例
会
は
、

8
日
か
ら
悶
固
ま
で
ロ
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
同
議
案
の
う
ち
昭
和
日

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め

8
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
、
昭
和
印
年
度
一
般
、
特
別
会
計
な
ど
決
算
認
定
に
か
か
る
議
案

に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
記
、
継
続
審
議
と
す
る
こ
と

に
し
、
問
日
開
会
し
ま
し
た
。

砂
提
案
理
由
の
説
明
を
す
る
清
河
市
長

マ
引
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、
一
億
七
千

百
七
十
二
万
九
千
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
百
四
億
四
千
七
百

二
十
万
四
千
円
と
す
る
も
の
で
そ
の
主

な
内
容
は
、

総
務
費
で
は
、
文
化
町
商
庖
街
が
管

理
運
営
し
て
い
た
駐
車
場
「
文
化
町
モ

ー
タ
ー
プ
ー
ル
」
を
市
営
で
管
理
運
営
さ

れ
た
い
旨
の
陳
情
が
あ
り
、
商
庖
街
の

振
興
と
市
民
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
こ

れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、

隣
接
す
る
市
営
中
央
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
減
少
か
ら
規
模
を
縮
少

す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
施
設
改
良
費
等

に
一
千
三
百
一
万
五
千
円
を
計
上
。

衛
生
費
で
は
、
健
康
セ
ン
タ
ー
の
用

地
と
し
て
一
部
借
上
，
け
し
て
い
た
土
地

を
買
収
す
る
た
め
一
千
九
百
四
十
六
万

七
千
円
を
計
上
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
農
地
費
と
し

て
団
体
営
た
め
池
等
整
備
事
業
、
団
体

営
か
ん
が
い
排
水
事
業
、
団
体
営
農
道

整
備
事
業
等
の
認
承
確
定
に
よ
り
、
九

百
七
十
五
万
八
千
円
、
市
単
土
地
改
良

事
業
費
七
百
五
十
万
円
、
林
業
振
興
費

と
し
て
、
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
、

団
体
営
、
県
単
林
道
舗
装
事
業
、
山
村

林
業
構
造
改
善
事
業
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
の
認
承
確
定
等
に
よ
り
九

百
二
十
四
万
七
千
円
を
追
加
補
正
。

商
工
費
で
は
、
県
企
業
立
地
推
進
補

助
事
業
に
基
づ
き
、
工
場
週
辺
環
境
事

業
と
し
て
一
千
八
十
万
円
を
計
上
。

土
木
費
で
は
、
道
路
新
設
改
良
費
で

二
千
五
百
八
十
四
万
九
千
円
、
宮
津
大

海
寺
新
線
道
路
改
良
工
事
の
認
承
増
等

に
伴
い
道
路
改
良
費
一
千
九
百
六
十
二
万

二
千
円
、
保
留
地
処
分
事
業
と
し
て
、

都
市
改
造
事
業
費
六
百
十
万
円
を
そ
れ

ぞ
れ
補
正
計
上
。

災
害
応
急
措
置
費
で
は
、
除
雪
対
策

費
と
し
て
除
雪
機
械
等
の
購
入
費
九
百

七
十
五
万
円
を
計
上
し
冬
の
除
雪
に
対

処
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
分
担
金

及
び
負
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、

園
、
県
支
出
金
、
寄
付
金
、
繰
越
金
及

び
諸
収
入
を
充
当
す
る
も
の
で
す
。

マ
引
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

マ
魚
津
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
設

定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
営
駐
車
場
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
市
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

マ
市
道
路
線
の
変
更
に
つ

い
て

マ
魚
津
市
営
住
宅
六
郎
丸

団
地
新
築
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

請
負
額
一
億
二
千
三
十
万
円

請
負
者
千
四
建
設
株
式
会
社

工
事
完
成
予
定
日

位
年
6
月
初
日

4
司
市
営
駐
車
場
と
し

て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ

た
文
化
町
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル

(2) 

マ
印
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

マ
印
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

マ
印
年
度
魚
津
市
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
マ
印
年
度
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

マ
印
年
度
魚
津
市
老
人
保
健
医
療
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

マ
印
年
度
魚
津
市
農
業
共
済
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
マ
印
年
度
魚
津
市
水
族
館
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

マ
印
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

魚
津
市
江
口
一
七
八
八
番
地

坂

本

信

義

氏

を
魚
津
市
整
同
委
員

任
命
に
同
意

マ
決
算
特
別
委
員
会
委
員

(
敬
称
略
)

(O
は
委
員
長

O
は
副
委
員
長
)

。
若

島

正

敬

O
高

島

義

信

古

金

広

沢

崎

尚

武

浜

谷

佐

久

三

田

中

光

幸
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市政の動き………………………2

第26回美術展覧会…・・・……・・・…3

くらしと下水道・・・..........・・・・・・・・4

e 盟国

芸
術
の
秋
を
か
ざ
る
、
第
初
回
魚
津
市
美
術
展
覧
会
を
円
月

6
日

1

9
固
ま
で
の

4
日
問
、
魚
津
市
農
協
会
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
多
数
の
出
品
、
ご
観
覧
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

。
部
門o一
般
の
部

第
一
部
絵
画
(日
本
画
・洋
画
)

第
二
部

書

第
三
部
彫
刻

第
四
部
工
芸

第

五

部

写
真

第
六
部
華
道

O
教
育
の
部
(
小
・
中
学
生
)

図
画

・
書

・
工
作

@
規
格
①
日
本
画
、
洋
画
は
叩
号
(
日

m
×

引

m
)
以
上
額
装
と
し
、
掛
軸
は

除
き
ま
す
。

②
書
は
額
、
又
は
枠
張
り
、
山
号
以

上
1
m
×
2
m
以
内
ま
で
と
し
、

縦
横
自
由
と
し
ま
す
。
(
た
だ
し
、

て
ん
刻
に
つ
い
て
は
制
限
な
し
と

し
ま
す
。)

あなだの国保……………………5

お知らせ・・・・・・..........・・・・・・・・12，.，..，13

カメラレポ・・・・・....................・・14

あなだと図書館………-……・・…8

趣昧に……6，.，..，ア

みんなのスポーツ……….........9

保健だより...............・・・・・・10，.，..，竹

まだまだ元気、スポーツに

③
彫
刻

・
工
芸
は
制
限
な
し
と
し
ま

す
。

④
写
真
は
カ
ラ
ー

-
白
黒
と
も
半
折

以
上
と
し
、
組
写
真
は
四

ッ
切
り

以
上
と
、

m
m×
m
m以
内
と
す

る
。
パ
ネ
ル
、
枠
装
、
額
装
と
し

ガ
ラ
ス
張
り
の
出
品
は
認
め
な
い
。

⑤
出
品
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

(
但
し
、
教
育
部
門

は
除
き
ま
す
。)

だ
さ
い
。

@
搬
出
口
月
9
日
日
午
後
5
時
1
7
時
ま
で

に
会
場
よ
り
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
教
育
委
員
会

(宮
②
2
2
0
0
内
線
3
0
8
)

へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

@
申
し
込
み

所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、
日
月
白
日

幽
正
午
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

。
搬
入
出
品
作
品
は
出
品
票
を
は
り
、
日
月

5
日
附
午
前
叩
時
l
午
後
1
時
ま
で

に
魚
津
市
農
協
会
館
へ
搬
入
し
て
く

ふ
と
、
・
!

一

S
F
E
J

一一
一霊式

E'

業
卒
。

曲
辰津市

津市米

色

色

第22回
第 9回 'つ

魚
津
市
農
業
祭
は
、
農
業
協
同
組
合

等
、
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
農
林

産
物
品
評
会
、
食
肉
野
菜
即
売
コ
ー
ナ

ー
な
ど
多
彩
な
行
事
を
盛
り
こ
ん
で
魚

津
市
農
協
会
館
で
催
さ
れ
ま
す
。
同
時

に
米
の
消
費
拡
大
と
、
米
に
つ
い
て
の

正
し
い
認
識
を
深
め
る
た
め
魚
津
市
米

ま
つ
り
も
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

o
一
般
参
観
と
即
売
会

日
月
2
日
日
午
前
叩
時
i
午
後
5
時

日
月
3
日
間
午
前
9
時
1
午
後
5
時

O
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
農
林
産
物
品
評
会
コ
ー
ナ
ー

農
協
会
館
4
階
ホ
ー
ル

.
米
消
費
拡
大
コ
ー
ナ
ー
農
協
会
館
3
階

.
米
に
関
す
る
児
童
画
展

・
優
良
米

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
販
売

.
食
肉
野
菜
即
売
コ
ー
ナ
ー

・
米
利
用
料
理
展
示
コ
ー
ナ
ー

.
府
入
団
体
に
よ
る
食
堂
開
設

.
花
に
関
す
る
写
真
展

O
品
評
会
出
品
物
の
搬
入
受
付

日
月
1
日
出
午
後
1
時
1
午
後
3
時

農
協
会
館
4
階
大
ホ
ー
ル

(3) 



昭和61年10月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

Sしと〈
シ
リ
ー
ズ

く
ら
し
と
下
水
道

ω

。
下
水
道
を
利
用
す
る
と
き
の

心
が
け
そ
の

1
0

下
水
道
が
で
き
、
快
適
な
生
活
環
境

を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
は
、
こ
れ
を
利

用
す
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
公
共
の

財
産
と
し
て
大
切
に
し
、
十
分
に
い
た

わ
っ
て
ゆ
く
心
が
け
が
必
要
で
す
。

ー
、
土
砂
や
廃
油
、
木
片
や
布
切
れ
な

ど
の
廃
棄
物
を
す
て
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

道l

盗 品de

|

|
管
き
ょ
や
ま
す
が
つ
ま
っ
た
り
、

ポ
ン
プ
場
が
故
障
し
た
り
す
る
原

因
に
な
り
ま
す
|

|

2
、
ガ
ソ
リ
ン
・
シ
ン
ナ
ー
・
石
油
・

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
危
険
物
を
流
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

|

|
揮
発
性
の
高
い
危
険
物
は
、
気
化

す
る
と
最
初
の
量
の
叩
万
倍
以
上

の
量
に
な
り
、
瞬
間
的
に
大
爆
発

を
起
こ
し
て
思
わ
ぬ
大
惨
事
を
ま

ね
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
|

|

3
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
フ
タ
は
、
や
た
ら

に
開
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

|

|
中
に
吸
い
こ
ま
れ
た
り
、
開
い
て

い
る
の
を
知
ら
な
い
で
落
ち
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
|

|

4
、
汚
水
ま
す
に
雨
水
を
流
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

|

|
下
水
道
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
|

|

5
、
水
洗
便
所
の
新
設
・
改
造
工
事
、

排
水
設
備
の
補
修
な
ど
は
「
下
水
道

醤
A

工
事
庖
」
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

|

|
高
い
技
術
水
準
を
も
っ
て
い
る
た

め
、
責
任
を
も
っ
て
工
事
を
行
い

ま
す
|

|

下
水
道
工
事
にご
協
力
を

魚
津
市
農
協
会
館
前
通
り

j

工
事
期
間

i

ヘ
9
月
お
日
頃
か
ら

J

f

ロ
月
1
日
ま
で
(
予
定
)
」

下
水
道
課
で
は
、
ロ
月
1
日
(
予
定
)

ま
で
魚
津
市
農
協
会
館
前
通
り
(
市
道

魚
津
駅
友
道
線
|
釈
迦
堂
地
内

l
)
で

下
水
道
本
管
の
布
設
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

工
事
期
間
中
、
車
輔
は
片
側
交
互
通

行
と
な
り
ま
す
。
事
故
防
止
、
交
通
整

理
に
は
万
全
を
期
し
ま
す
が
、
な
に
ぶ

ん
に
も
交
通
量
の
多
い
箇
所
で
の
工
事

と
な
り
ま
す
の
で
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。・
問
い
合
わ
せ

・
連
絡
先

市
役
所
下
水
道
課

宮
②

2
2
0
0

寸
!
?
ヲ
蜘
脇
ト

道
廃
棄
物
の
処
理
に
お

市
山
金
を
払
う
こ
と
の
む

下

ず

か

し

さ

最
近
は
、
経
済
成
長
・生
活

水
準
の
向
上
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活

は
本
当
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
反
面
、
豊
か
な

生
活
の
落
と
し
子
と
も
圭
一
守
え
る
多
種

多
様
な
廃
棄
物
が
年
々
増
大
し
て
い

る
こ
と
は
隠
せ
な
い
事
会
式
で
す
。

ま
た
、
人
間
が
清
潔
を
好
む
よ
う

に
な
り
、
風
呂
の
回
数
も
湯
の
量
も

増
え
、
排
水
さ
れ
る
汚
水
の
量
も
増

え
ま
し
た
。
極
論
す
れ
ば
、
都
市
の

建
物
さ
え
も
何
十
年
か
後
に
は
使
用

不
能
と
な
り
、
そ
れ
も
廃
棄
物
と
な

る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
豊
か
な
生
活
、
便
利

な
生
活
、
美
し
い
生
活
を
追
求
す
る

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、

そ
の
生
活
の
条
件
を
継
続
し
て
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、
廃
棄
物
に
お

金
を
払
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

下
水
道
は
こ
れ
ら
の
廃
棄
物
の
う

ち
、
汚
れ
た
水
の
処
理
に
関
す
る
こ

と
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
る
の
で

す
。「
廃
棄
物
の
処
理
に
お
金
を
払
う
」

こ
と
な
し
に
、
私
た
ち
自
身
の
豊
か

な
生
活
と
私
た
ち
の
子
ど
も

・
子
孫

の
繁
栄
は
保
証
さ
れ
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
下
水
道
に
よ
る
汚
水
処

理
は
私
た
ち
の
豊
か
な
生
活
を
つ
く

り
だ
す
土
台
で
す
。

一
「
赤
い
羽
根
」
で
親
し
ま
れ
て
い

明
る
共
同
募
金
が
今
年
も
叩
月
1
日

伊
か
ら
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま

内
す
。
体
の
不
自
由
な
方
や
ひ
と
り

暗
ぐ
ら
し
老
人
の
方
な
ど
に
、
皆
さ

町
ん
一
人
ひ
と
り
の
や
さ
し
さ
を
行

叩
動
で
表
わ
す
も
の
、
そ
れ
が
赤
い

伊
羽
根
で
す
。

時
昨
年
は
皆
さ
ん
や
老
人
ク
ラ
ブ
・

や
小
学
生
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご
協

内
力
に
よ
り
多
額
の
募
金
を
い
た
だ

噌
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戸
こ
の
募
金
は
、
県
共
同
募
金
会
を

市
通
じ
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

u

v

の
福
祉
団
体
に
配
分
す
る
と
と
も

門
に
、
県
下
の
施
設
整
備
等
に
役
立

。
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
今
年
も
戸
別
募
金

・
街
頭
募
金

暗
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
お
志
に
よ
り
、

一
人
で
も
多
く
の
方
々
の
幸
せ
が

築
か
れ
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い

い
た
し
ま
す
。

(4) 
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保
険
証
を
夏
新
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
疋

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

保
険
証
は
、
国
保
に
加
入
す
る
と
、

一
世
帯
に
一
枚
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
保
険
証
が
叩
月
1
日
か
ら
新
し

い
保
険
証
(
赤
紫
色
ワ
ク
)
に
変
わ
り

ま
し
た
。
今
ま
で
の
保
険
証
(
や
ま
ぶ

き
色
ワ
ク
)
は
使
用
出
来
な
く
な
り
ま

し
た
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
は
、
9
月
中
に
区
長

を
通
じ
て
お
手
元
に
届
け
て
あ
り
ま
す

が
、
記
入
誤
り
が
な
い
か
よ
く
確
か
め

注
意
事
項
は
よ
く
読
ん
で
お
き
ま
し
ょ

、っ。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
保
険
証

の
更
新
、
保
険
証
の
正
し
い
使
い
方
、
一

口
医
学
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

私たちの暮しの中には、 予測できない病気や事故

があります。こんな時、保険証があると自己負担金

を支払うだけで医療が受けられます。保険証は健康

へのパスポー卜です。大切にし正しく使うようにし

ましょう。

-保険証の貸し借りはいけませ

ん。罰せられます。

-会社に勤めだ時や、やめた時。

-もし、なくしたり、破れたと

きは再受付されますので、国

保の窓口に申し出ましよう。

-育効期間のきれた保険証は使

えません。

プ勺

0

0

0

o

o

-

-2昇
、
が
つ
ま
る
ぬ
一

鼻
が
つ
ま
る
病
気
は
い
ろ
い
ろ
あ

↑

り
ま
す
。
鼻
汁
が
あ
ま
り
出
な
い
が
、
-

い
つ
も
つ
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
鼻

一

中
隔
ワ
ン
曲
症
。
水
っ
鼻
、

く
し
ゃ

+

み
の
出
る
の
は
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
。

一

ね
ば
っ
こ
い
鼻
汁
が
出
る
の
は
副
鼻

+

一
コ
ウ
炎
。
が
ん
こ
な
鼻
づ
ま
り
と
と

一

干
も
に
嘆
覚
障
害
を
訴
え
る
鼻
た
け
。

十

-
悪
臭
や
血
の
ま
じ
っ
た
鼻
汁
が
で
る

一

-
よ
う
な
ら
鼻
ガ
ン
も
疑
わ
れ
ま
す
。

十

-
鼻
中
隔
ワ
ン
曲
症
と
は
、
鼻
コ
ウ
を

-

一
左
右
に
わ
け
る
鼻
中
隔
は
、
だ
れ
で

↑

-
も
多
少
は
曲
が
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

-

一
れ
が
高
度
に
な
る
と
常
に
鼻
づ
ま
り

↑

-
が
あ
る
。
そ
の
た
め
頭
や
目
の
ま
わ

+

一
り
が
重
く
、
気
分
も
す
っ
き
り
し
ま

一

-
せ
ん
。

+

一

原
因
を
確
か
め
な
い
で
、
売
薬
で

一

-
鼻
づ
ま
り
だ
け
治
そ
う
と
す
る
の
は

+

一
危
険
で
す
。
鼻
は
検
査
の
し
や
す
い

一

干
場
所
で
す
か
ら
、
ま
ず
耳
鼻
科
の
診

↑

-
察
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

一

一

降
圧
剤
を
常
用
し
て
い
た
り
、
酒

十

-
を
飲
ん
だ
と
き
な
ど
は
、
鼻
コ
ウ
の

-

充
血
し
て
空
気
の
通
る
路
が

↑

た
め
、
鼻
が
つ
ま
り
や
す
い
。

-

邪
に
よ
る
鼻
づ
ま
り
も
安
静

一

い
れ
ば
治
り
ま
す
か
ら
、
特
+

づ
ま
り
の
治
療
は
不
要
。
こ

一

た
鼻
づ
ま
り
は
あ
ま
り
心
配

+

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一

h
T
a
y
h
T↑

F
h
d
 

-
ロ
医
学
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趣昧に.ググスポーツに、

はりきっています。
門。

4ヘ

9 
月

米
寿
者
・
卒
寿
者
訪
問

9
月
8
日
か
ら
叩
日
に
か
け
、
市
内

で
米
寿
(
邸
歳
)
、
卒
寿
(
卯
歳
)
を
迎

え
ら
れ
た
万
人
の
お
年
寄
り
た
ち
の
家

を
清
河
市
長
、
高
見
社
会
福
祉
協
議
会

長
、
朝
野
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
が
訪
れ
、

祝
状
、
座
布
団
な
ど
を
贈
り
長
寿
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。
な
お
、
市
内
の
最
高

齢
者
は
、
新
金
屋
町
の
後
藤
っ
た
さ
ん

(
百
一
歳
)
で
す
。

惨
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
と
座
布
団

な
ど
を
贈
り
激
励
す
る
清
河
市
長

4
『
見
事
な
作
品
が
並
ぶ
展
示
場

-・・.........._.z.輪、ド制"""唱曲'

老
人
趣
昧
の手
づ
く
り
展

9
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
の
4
日
間
、

ユニ
l
魚
津
庖
イ
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
で
、

第
叩
回
「
老
人
趣
味
の
手
づ
く
り
展
」

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
お
年
寄
り
た
ち
が

精
魂
込
め
て
仕
上
げ
た
作
品
約
制
点
が

展
示
さ
れ
、
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
見

物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
陶
芸
品

を
は
じ
め
、
手
芸
品
、
生
け
花
、
水
墨

画
な
ど
で
、
な
か
に
は
素
人
と
思
え
な

い
立
派
な
作
品
も
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た

市
民
の
み
な
さ
ん
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
し
た
。

健
康
老
人
に

寸
お
祝
い
状
L

「
万
歩
計
L

贈
る

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
備
え
て
健
康

な
老
人
作
り
を
め
ざ
す
老
人
保
健
法
が

施
行
さ
れ
て
以
来
、

3
年
有
余
を
経
過

し
ま
し
た
。
こ
の
問
、
内
歳
以
上
の
医

療
受
給
対
象
者
は
三
、
六
九

O
名
か
ら

四
、
三
三
二
名
へ
増
加
し
、
確
実
に
高
齢

化
へ
向
か
っ
て
お
り
ま
す
。

魚
津
市
で
は
、
こ
の
3
年
間
に
老
人

医
療
費
と
し
て
日
億
7
千
7
百
万
円
支

出
し
、
こ
れ
を
1
人
平
均
に
し
ま
す
と
、

一五

O
万
円
余
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
今
日
ま
で
医

療
機
関
で
受
診
さ
れ
て
い
な
い
健
康
な

人
達
お
名
に
対
し
て
、

9
月
刊
日
、
市

役
所
で
お
祝
い
状
と
記
念
品
(
万
歩
計
)

を
贈
り
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
方
々

で
す
。

田

原

み

よ

岡

本

桐

岡

こ

と

菅

野

船

崎

嘉

治

浅

田

ゆ
い
金
盛

き
よ
平
井

茂
松
小
浜

(6) 

つ光源
ぎ枝吉

中

村

豊

二

深

川

向

子

山

崎

精

吉

岩

崎

清

作

岡

島

恵

金

盛

ツ

タ

武

田

兵

蕪

山

本

仁

一

吉

田

弥

三

次

横

田

悦

佐

生

菊

松

石

田

清

松

浦
田
五
百
子
赤
坂
よ
し
野
崎
す
て

溝

口

テ

イ

山

下

み

つ

高

木

あ

や

高

木

成

本

寺

口

次

三

浜

田

き

く

前
田
豊
次
郎
三
乗
友
賢
坂
井
ツ
ヤ

畠

山

き

よ

政

二

さ

あ

(
以
上
、
男
日
名

・
女
別
名
)

老
人
福
祉
大
会

地
域
社
会
に
対
す
る
老
人
参
加
の

積
極
的
な
促
進
、
連
帯
の
強
化
な
ど

を
め
ざ
し
、

9
月
お
日
、
第
幻
回
老

人
福
祉
大
会
が
、
市
民
会
館
で
聞
か

れ
、
た
く
さ
ん
の
老
人
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
に
は
、

老
人
福
祉
に
功
労
の
あ
っ
た
方
お
名

に
感
謝
状
、
高
齢
者
(
約
卯
歳
)
の

方
日
名
に
祝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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10 
月

第
何
回
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
老
人
相
互
の
ふ

れ
あ
い
と
親
睦
を
深
め
る
場
と
す
る
、

老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
か
ら
参
加
し
て
く
だ
さ

マ

と

き

マ
と
こ
ろ

日
月
2
日
肘
午
前
9
時

魚
津
市
総
合
体
育
館

一
人
暮
し
老
人温泉
一
泊
招
待

マ

と

き

マ
と
こ
ろ

ホ 10
テ月
jレ 3
北日
山幽

4 
日
出

第
ア
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

き

日
月
6
日
開午前
9
時
i

早
月
川
緑
地
公
園

マ
と

マ
と
こ
ろ

高
齢
者
講
演
会

日
月
8
日
附

開
演

l
時

講
演

1
時
初
分

魚
津
平
安
閑

増
田
金
一
氏
ヘ
元
石
川
県
立
J

/
小
松
高
校
長
」

「
見
え
な
い
も
の
を
み
る

眼
を
持
と
、
つ
」

マ
受
講
料
無
料

※
受
講
定
員
削
人
で
す
。
満
席
の
節
は

入
場
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
目
に
お

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ
講

師

マ
演

題

極
左
暴
力
集
団
は
、
「
共
産
王
義
革

命
」
を
目
指
し
て
、
日
本
の
民
主
主
義

体
制
を
暴
力
に
よ
っ
て
破
壊
し
よ
う
と

過
激
な
闘
争
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
極
左
暴

力
集
団
に
よ
る
テ
口
、
ゲ
リ
ラ
事
件
が

再
び
増
加
し
、
特
に
、
東
京
サ
ミ
ッ
ト

開
催
中
の
今
年
5
月
4
日
、
都
内
新
宿

区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
迎
賓
館
に
向
け

て
5
発
の
爆
発
物
を
発
射
す
る
な
ど
数

多
く
の
凶
悪
な
事
件
を
引
き
起
こ
し
、

無
差
別
殺
人
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い

危
険
な
事
態
に
ま
で
立
ち
至
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
極
左
暴
力
集
団
は
、
善

良
な
市
民
を
装
い
、
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン

シ
ョ
ン
、
借
家
な
ど
に
住
み
、
爆
発
物

を
造
っ
た
り
、
ゲ
リ
ラ
事
件
を
起
こ
す

機
会
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

極
左
暴
力
集
団
に
よ
る
「
テ
ロ
」
、

い
で
く
だ
さ
い
。

第

9
回
老
人
芸
能
大
会

老
人
の
方
々
の
日
頃
か
ら
の
成
果
を

披
露
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
た

く
さ
ん
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

叩

月

幻

日

ω
午
前
9
時
か
ら

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

マ
と
こ
ろ

高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間

マ
叩
月
1
日

l
m月
白
日

--
-

• • --e 
•.•• 
-
-

「
ゲ
リ
ラ
」
を
防
止
し
、
非
公
然
活
動

家
及
び
ア
ジ
ト
を
発
見
す
る
た
め
に
、

警
察
は
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
が
、
極
左
暴
力
集
団
を
壊
滅
す
る
に

は
、
ど
う
し
て
も
皆
様
の
ご
支
援
が
必

要
で
す
。

大
量
の
火
薬
を
隠
匿
し
た
り
、
爆
発

物
を
作
っ
た
り
し
て
い
る
非
公
然
ア

ジ
ト
は
、
皆
様
の
す
ぐ
身
近
に
あ
る

の
で
す
。
ど
う
か
極
左
暴
力
集
団
壊

滅
作
戦
を
展
開
中
の
警
察
に
、
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

一…一一一徹紘一滋一お一懐紙
一働総獄務総…一一一………一一一……………一

泌氏一…一一一一…………一………引い…………………………な一後一心紘一繁一弘一一泳教以…

農
地
転
用
と
は
・
・
・
・
・
・
?

農
地
を
住
宅
や
工
場
な
ど
建
物
の
敷

地
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
は
も
と
よ
り
、

道
路
や
山
林
な
ど
農
地
以
外
の
用
途
に

転
用
す
る
こ
と
で
す
。

転
用
に
は

2
種
類
あ
り
ま
す
グ

川
農
地
の
所
有
者
が
み
ず
か
ら
そ
の

農
地
を
転
用
す
る
場
合
。

(
農
地
法
第
四
条
)

ω
農
地
の
所
有
権
を
も
た
な
い
者
が

所
有
者
か
ら
農
地
を
買
受
け
、
あ
る

い
は
借
り
受
け
て
転
用
す
る
場
合
。

(
農
地
法
第
五
条
)

許
可
は
誰
が
・・
・・・
・
?

前
記
の
二
種
類
の
転
用
の
い
ず
れ
の

あ
な
た
の
回
り
に

こ
ん
な
人
は

住
ん
で
い
ま
せ
ん
か

φ
夫
婦
と
言
っ

て
い
る
が
、
様
子
が
何

と
な
く
不
自
然
で
あ
る
。

⑥
転
居
し
て
来
た
時
、
家
財
道
具
が
極

端
に
少
な
く
、
各
種
の
工
具
類
を
運

び
込
ん
だ
。

⑨
入
居
早
々
、
ド
ア
や
窓
の
カ
ギ
を
取

り
替
え
た
り
、
補
強
し
た
。

⑥
玄
関
口
を
家
具
等
で
狭
く
し
た
り
、

カ
ー
テ
ン
な
ど
を
し
て
、
室
内
を
の

ぞ
か
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

⑨
室
内
で
物
を
改
造
す
る
金
属
音
が
し

場
合
も
、
同
一
の
事
告
求
の
た
め
に
転
用

す
る
面
積
が

〈

2
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
場
合
〉

農
業
委
員
会
へ
許
可
申
請
書
を
提
出

し
て
、
知
事
の
許
可
を
受
け
ま
す
。

〈

2
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
場
合
〉

県
知
事
に
許
可
申
請
書
を
提
出
し
て
、

農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
受
け
ま
す
。

無
断
転
用
に
は
厳
し
い
措
置
が
グ

無
断
転
用
者
に
は
、
知
事
が
工
事
を

中
止
さ
せ
、
も
と
の
農
地
に
復
元
さ
せ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
、
最
高
3
年

以
下
の
懲
役
、
削
万
円
以
下
の
罰
金
と

い
う
厳
し
い
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。

た
り
、

化
学
薬
品
の
臭
い
が
す
る
。

⑨
近
隣
者
と
あ
い
さ
つ
は
す
る
が
、
深

い
交
際
は
し
な
い
。

(7) 
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く
ら
し
の
な
か
に
図
書
館
を
/
:
・
⑦

日
月
幻
日
か
ら
、
日
月
9
日
ま
で
読

書
週
間
で
す
。
余
暇
を
み
つ
け
て
、
読

書
は
い
か
が
で
す
か
。。

統
似
の
家

林
真
理
子

本
家
の
建
替
え
騒
ぎ
で
帰
省
し
た
横

子
が
見
つ
け
た
古
い
ア
ル
バ
ム
。

祖
母
か
ら
母
、
母
か
ら
娘
へ
と
受
け

つ
が
れ
る
女
た
ち
の
紳
を
描
い
た
表
題

作
を
含
む
4
篇
が
、
収
め
ら
れ
た
本
。

優
し
い
女
房
は
殺
人
鬼

北

杜

夫

純
粋
無
垢
な
童
話
作
家
の
私
を
、
や

さ
し
く
美
し
く
知
性
も
あ
る
女
房
が
殺

そ
う
と
し
て
い
る
:
:
:
。
恐
怖
ユ
1

モ

ア
小
説。

源
氏
物
語
人
殺
し
絵
巻

長
尾
誠
夫

光
源
氏
の
生
母
桐
査
は
、
病
死
で
は

な
く
毒
殺
だ
っ
た
|
|
匂
う
ば
か
り
の

美
し
い
若
者
に
成
長
し
た
源
氏
の
周
辺

で
起
こ
る
奇
怪
な
殺
人
事
件
。

サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
大
賞
受
賞
。

離
婚
し
な
い
女

連
城
三
紀
彦

一
夜
だ
け
の
浮
気
で
、
夫
の
元
へ
戻

ろ
う
と
決
意
す
る
由
子
。
男
の
す
べ
て

を
独
占
す
べ
く
、
あ
え
て
殺
人
の
共
犯

者
と
な
る
美
代
子
。
相
反
す
る
愛
の
形

を
見
据
え
た
映
画
化
決
定
の
話
題
作
。

い
の
ち
華
や
ぐ

瀬
戸
内
寂
聴

寂
庵
に
御
堂
を
建
立
し
て
ま
す
ま
す

盛
ん
な
寂
聴
師
が
、
人
生
相
談
的
な
あ

だマママ マ ママ マ

ーー一一一一一一ーーーーーーーー一一一一一一

ら
ゆ
る
問
題
に
、
老
い
を
生
さ
る
こ
と

を
中
心
と
し
て
考
え
る
エ
ッ
セ
イ
。

〈
郷
土
の
本
〉

魚
津
の
楽
し
い
絵
ほ
ど
き
歴
史
広
田
寿
三
郎

魚
津
の
文
化
財

魚
津
市
教
育
委
員
会

富
山
県
を
築
い
た
人
々

富
山
社
会
科
教
育
研
究
会

連
盟
歌
集

富
山
県
歌
人
連
盟

北
ア
ル
プ
ス
の
青
春

坂
本
龍
郎
ほ
か

と
や
ま
お
市
町
村
の
最
高
地
点
橋
本

こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

公
⑫

2
4
0
2

-
-
m
月
の
行
事
|

|

〔
し
お
り
づ
く
り
〕

3
日山田
・・・・・・・:::・・・:
4
時
1

〔
ケ
ン
玉
教
室
〕

ロ
日
同

-
M
日
幽
:
:
:
4
時
1

〔
こ
ぱ
と
音
楽
ク
ラ
ブ
〕

げ
日
幽

・
白
日
幽
a
i
-
-
4

時
j

〔
ザ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
〕

5
日
制

-m日
制
J

J

・-2
時
l

〔
パ
ス
・
ハ
イ
キ
ン
グ
〕

四
日
同

マ
毎
週
の
行
事

土金木 水火 曜

ゲ幼児 ピゲ幼ロ
1T I 'A I I児 l

トクチトク了
ボラパボラス
|プレ|プ7事
ル B Iル A ト

2 10 4 4 10 4 時
時半時時時半時時
I =i=- I I =i=- I 

問

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り
3
冊
2
週
間

ま
で
で
す
。

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

叩
月
の
お
し
ら
せ

初
日
制

お
は
な
し
会

シ
!
ッ
ノ
し
ず
か
に
な
っ

た
ら
、
お
は
な
し
の
は
じ
ま

nJ
ィ。

4
じ
か
ら
、

4
じ
ぬ
ぷ
ん
ま
で
と

し
よ
か
ん
視
聴
覚
室
で
。

贋

旧
水
族
館
あ
と

パス
ハイキング

参加者募集日
月
刊
日
制

ね
い
の
里

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク

対
象
児
童
市
内
の
小
学
生

定

員

印
名

費

用

1
人
3
0
0円

申
し
込
み
期
間

叩
月
ロ
日
日
ま
で

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締

切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
セ
ン
タ

ー
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
休
館
日
v
毎
週
月
曜
日

・
開
館
時
間

9
時
半
i
6
時
ま
で

場期

所 日

(8) 

「
市
民
の
た
め
の

教
養
セ
ミ
ナ
ー
L

⑥

A
コ
l
ス
i
万
葉
集
を
読
む
会

テ
キ
ス
ト
「
万
葉
集
1
」

講

師

友

尾

豊

氏

(
本
学
国
文
専
攻
助
教
授
)

.
日
月
比
日

ωよ
り
毎
週
火
曜
日
開

講
(
叩
回
)

⑥

B
コ
l
ス
i
近
代
文
学
を
読
む
会

テ
キ
ス
ト

「
近
代
の
文
学
」

講

師

八

木

光

昭

氏

(
本
学
国
文
専
攻
助
教
授
)

.
日
月
口
日
幽
よ
り
毎
週
金
曜
日
開

講
(
叩
回
)

⑥

C
コ
l
ス
i
能
楽
論
を
読
む
会

テ
キ
ス
ト

「
世
阿
弥
芸
術
論
集
」

時

間

各

コ

ー
ス
と
も
附
7
時
i

8
時
初
分

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
l
ト
魚
津

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

干
仰
魚
津
市
天
神
野
新

官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

希
望
講
座
名
を
記
入
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

場

所

申
込
先

方

法

受
講
料

・
A
・B
コ
ー
ス
i
;
五、

0
0
0円

.
C
コ
l
ス
j

i
l
l
-
三
、
0
0
0円
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み
ん
砲
の
ヌ
.
揃

E
V

第

6
回
魚
津
市

心
身
障
害
者
運
動
会

さ
わ
や
か
な
秋
風
の
も
と
に
、
今
年

も
次
の
と
お
り
心
身
障
害
者
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
多
数

参
加
し
て
交
流
を
深
め
、
元
気
に
楽
し

い一

日
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

叩
月
刊
日
側

午
前
日
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

市
営
吉
田
グ
ラ
ン
ド
(
雨

天
時
、
総
合
体
育
館
)

市
内
在
住
の
心
身
障
害
者

当
日
、
参
加
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
ズ

ッ
ク
を
は
い
て
き

マ
と
こ
ろ

マ
対
象
者

マ
そ
の
他

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
へ
は
県
の
福
祉
パ
ス
が

次
の
場
所
よ
り
運
行
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「市
役
所
前

一東
勝
亭
前

{八
幡
橋
前

詳
細
は

市
社
会
福

祉
課
(
岱

②
2
2
0
 

0
・
内
線

2
2
0
)
 

へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ

午
前
八
時
四

O
分

午
前
八
時
五

O
分

午
前
九
時
O
O分

1
・4
・4
・4
・4
‘4
a・4
・4
‘.4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
・4
J

…

第

3
回

魚

津

市

②
小
学
生
4
年
生
の
部

…

一

小
学
生
・
中
学
生
・
家
庭

③
小
尚
子
生
5
年
生
の
部

一

一

婦

人

④
小
学
生
6
年
生
の
部
一

一

車

球

大

会

⑤
中
学
生
1
年
生
の
部
…

-

⑥
中
学
生

2
3
2
…

…

卓

球

競

技

を

通

じ

健

康

で

明

る

い

の

部

…

…
社
会
造
り
を
目
的
に
少
年
層
及

び

家

※

①

i
⑥
は
各
男

・女

…

一

庭

婦

人

に

卓

球

を

普

及

振

興

す

る

た

め

の

部

あ

り

。

一

一
次
に
よ
り
第
3
回
大
会
を
開
催
い
た

⑦
家
庭
婦
人
の
部

一

一
し
ま
す
の
で
多
数
参
加
く

だ

さ

い

。

マ

参
加
資
格
市
内
在
住
者
に
限
る。

…

一

マ

と

き

日
月
9
日
制

マ

参

加

料

無

料

一

…

午

前

9
時
か
ら
マ
申
し
込
み
方
法
日
月
日
日
制
ま

…

…

マ
と
こ
ろ

総

合

体

育

館

で

に

市

阜

球

協

会

事

務

…

(

大

体

育

室

)

局

(

小

松

宅

)

宮

@
2
…

…
マ
種

目
①
小
学
生
3
年
生
以
下

3
4
0ま
で
申
し
込
み
…

…

の

部

く

だ

さ

い

。

+

無科放開体育施設魚市営津 全大引綱盈津市第回4 告全大ろう魚津市走 1第回1 
行

事 「
名

体育10月10日 (体育の日 ) さと

-・・・・ 総 タ吉 の吉市野室内総 合 I I囲 と
営合 トグ

日グ温 ・ラ
ラコ球水プ体 体 ゴウ
ウ 育育 |ン

」
ン ルド ろ

記ドト場ル館 館 ス

/ 
(3) (2)・・・ (1) B A ，忍0... 
600560500 種

ニ三(フ女子k以下:gk以:gk以g子男 10 5 {7 km km 
アリの 下下の のの 目 事首~~部部 部部

す 1と全
加参費 走 10 5 年齢

るチす種 れ kmkm そ
|る目 方るはは
ム o:t也 1 n 9050 性別間
8 区

人間 分以)内分以内

の

人 対
嗣l 抗 円わ 他
と 戦 で ず

第
4
回
「
働
く
親
の
た
め
の

家
庭
教
育
学
級
」
開
催

日
月
日
日

ω
午
後
1
時
ぬ
分

魚
津
市
総
合
体
育
館

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ズ
ム
体

操」市
体
育
指
導
員

岡
崎
明
子
先
生

※
お
子
さ
ん
と
と
も
に
、
ふ
る
っ
て
参

加
く
だ
さ
い
。

マ
日

時

マ

会

場

マ
学
習
課
題

マ
講

-巾
巾

A
μ
h
u
F
 

ー

日
月
の
歩
こ
う
会
|

日
月
の
歩
こ
う
会
は
、
9
日
目
に
、

パ
ス
で
坪
野
ま
で
行
き
、
坪
野
か
ら
六

百
峠

l|
小
菅
沼

l
l池
谷
|

|
北
山

と
深
ま
り
ゆ
く
晩
秋
の
野
山
と
秋
の
草

花
な
ど
を
探
勝
し
な
が
ら

(
約
7
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
)
歩

き
ま
す
。

参
加
希
望
者

は
、
当
日
、
午

前
8
時
加
分
ま

で
に
電
鉄
魚
津

駅
に
、
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。

(
畳
食
持
参
、

交
通
費
は
、
各

自
負
担
)

叩
月
の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

26 19 10 5 4 2 と
日 日 日 日 日 日

き(日) (日) 樹 (日) 臼j 併d

会 駅伝富腫県走大山 会 斬地球J区民卓大11 

酷走大会 魚樟1 

雄開 市営体重無料量9:

市 市

体」育3目「3 

樟証f置会魚市大i'iIJ 

-r 各

庭草大会 新地学軟式川匡中 会オ大ルI1ミ斬2芋J巨J中也1て1 
会大ツ 魚津市老人綱

走 士也
行二

ろ ス

曹gfr入d云m T 

ヲ| う

キ也者大会刀、

区
司王

~ス. 
司言業念己E 

運
大 ス

大 動 ポ 名
~ζ 、 dコ凸ス、 dヨbス、 レ

間岡 富山
館 総体育合

普問 魚津
体育施誼 龍 育体韓合

ウン 吉回
館 総合体育

ト 営市 13 ト 営市
館 体融合育

と

高
外ド グラ コ

:tt包 コ
」ー，

入 区 ろ

ママ
場期 J~ 
所間 ソ

ン 職魚津地域蓄練セ 1月0 
コ1

タ1H2日d 1 ン 1

実務 i 
24 
日

| 教青室
七封

セ

タン 申し

ま|込み
初 :
級

で ・ . 
。問
い 宮中

会@ 級

は 5
7 
同 9

一一一一一一一一一一一一

(9) 



昭和61年10月l日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

9
-……
叩
月
の
休
日一一
診
療
医

…

3
-
m
E
o--F年
q
E
E
一

上

口

円寸

庁
旧
同
口
は
川
川
ト
直
防
同
阿
川
同

ぱ
L
o
-
-
日
一
魚
津
緑
ケ
一
大
光

寺

μ
リリ冗二一

l

f
一““M
一
丘
病
院
一

宮

@
1
5
6
7

笠一
2

1
一

0L一
1
13-

-
一

I
E
一
。
一
耳
目

E
B
一
宮

@
0
6
4
2

ド
一

9

1
一0
一
ヨ
7
1
5
5
E
一

緑

町

ペJ
一
I

E
一0
一
日寸

H
E
K円一

宮

@
4
5
7
8

ン
打
斗
川
汀
什
引
斗
利
同
州
|
|

フニ
2

f
一U
一
司
チ

E
E
一
宮

@
0
8
8
8

猿
一

山
同
一
帥
一
深
川
病
院
一
副
馴
拘
7
8
0

2
隊一

l

1
一日一

2
F
E
E
-
士
口

島

宅μ

一
司、f
一件υ
一H
羽
+
ナ

E
B
一
宮

@
0
1
0
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内 f円~ 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
母 親 学 級 妊婦とその家族 10月17日倒 9 :30-16:00 ー._--ーーーーーーー・・・ーーーーーーーーーー今 畳食をご持参くださし、。

母乳育児相談 乳幼児とその家族 10月17日倒 13:00-14 :00 
魚津市健康

4か月児健診 4か月児
10月9日休) 13 :00-13: 30 

センター
10月23日(木) 13 : 00 -13 : 30 

8か月児健診 8か月児 10月22日tl¥) 13 : 00 -14 : 00 ーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー今
ツベルクリン反応検先
を併せて行います。

離乳食講習会 8か月児 10月24日働 13 :00-15 :00 麻しん (はしか)の按

1歳6か月児健診 60年3月生まれの幼児 10月28日(火)
「→
種券を発行します。13 :00-14: 00 ーー-----ー-----ー--ーーーーーー，ーー‘ 

股関節脱臼検診 3か月児 10月2日(木) 13 :00-13: 30 

58.9.16-9.30生まれの幼児 10月1日(水) 13 : 00 -14 : 00 

3歳児健診 58.10.1-10.15生まれの幼児 10月15日(水) 13 : 00 -14 : 00 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー今尿の検査があります。
58.10.16-10.31生まれの幼児 11月5日か1¥) 13 :00-14: 00 魚津保健所

心の健康相談 一般市民 10月21日(刈 13: 30-15: 00 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー今老人ボケの相談も受けます。

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 10月24日幽 9:00-12:00 

機 能: ヨ11 練 10月2日(柑 10: 00-15 :00 魚津市健康 2日グ〉λ砕
脳卒中後遺症のある人 @ 訪診11集察長は10: 00 -12 : 00 

〈リハビリテーション〉 10月16日(柑 10:00-15:00 センター @は13: 00 -14 : 00 

健 康 相 §員火火 一般市民
10月16日(柑 13:00-15 :00 魚津市健康センター 16日の泊みX市三
10月14日(火) 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘

JIlL圧探倒IJ ・す心ら屯t図・輪す。以
診 が L れま

毎週月・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館
⑨体操の出来る服装で

毎週月・木曜日 9:30-11 :00 経団公民館
健 康 体 操 毎週火曜日 10 : 00 -II : 30 村木公民館

おいでください。

と 一般市民 毎週水曜日 10 : 00 -II : 30 魚津市健康センター
男性も参加してくださ

毎週月曜日 道下公民館
し、

10 : 00 -II : 30 
。

健 康 相 吾a火*-
毎週火曜日 10 : 00 -II : 30 西布施公民館

⑥日をきめて健康相談

毎週木曜日 10 : 00 -II : 30 大町公民館
も実施しています。

ツベルタリン反応 8か月児 10月22日tl¥) 13: 00-14:00 魚津市健康センター

B.C.G予防接種 8か月児 10月24日働 13 :00-14: 00 魚津市健康センター

10月1日tl¥) 9:00-10:00 経団公民館
料金f70歳以上無料10月24日働 9:00-10:00 道下公民館

胃がん検診 一般市民 II月4日(火) 9:00-10:00 片貝公民館
69歳以下 700円

毎週水曜日 午 円リ 中 黒部保健所
料ら令 700色円ltB。〈長1IIt訊ーであ
かキじ勺め センター
へ予 してださい。

10月1日か'1¥) 13:00-14:00 
経団公民館

子宮がん検診 一般市民
10月3日幽 13: 00-14: 00 料金f70歳以上無料
10月24日幽 13: 00-14: 00 

道下公民館
69歳以下 500円

10月29日tl¥) 13: 00-14: 00 
10月1日tl¥) 13:00-14:00 

経団公民館

乳がん検診 一般市民
10月3日幽 13:00-14:00 

料金ーーーーーー，ーーー・ーーー1，100円
10月24日幽 13:00-14:00 

10月29日や'j() 13:00-14:00 
道下公民館

。がん検診希望者は、実施日10日前まで魚津市健康センター (ft⑧3999)へ申し込みください。予定数に達したら締切ります。
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内 挙円そ者ョ・ 対 象 と き と ー ろ 備 考} 

10月1日休) 9:30-11 :30 経田公民館
10月1日休) l3: 15-15 :00 経団公民館

10月3日幽 9:30-11 :30 大海寺野公民館⑧ 〈注意事項〉

10月7日(火) 9:30-11 :30 江口多目的研修センター @ 結核検診のときは

住 民 検 きnzdp， 
10月7日(火) 13: 15 -15: 00 石垣公民館⑧ 受診票を必ず持参〈

10月8日休) 9:30-11 :30 大海寺新公民館⑧ ださい。

(結核と ) 
10月8日休) 13: 15 -15 : 00 上野方公民館⑧ @ 成人病検診受診の

成人病検診
10月17日幽 9:30-10:00 片員三ケ村公民館 とき、健康手帳をも

一般市民 10月17日幽 10 : 20 -11 : 00 片員公民館 っている人は持参〈
10月17日幽 13: 15 -14: 00 木下新公民館 だきい。

⑧ は成人病検
10月17日倒 14: 20-15 :00 天神公民館

診もあります。
10月24日倒 l3: 15-15 :0-0 加積公民館
10月24日幽 17 : 00 -20 : 00 魚津市健康センター →夜間検診

10月28日(火) 9:30-11:30 村木小学校
10月28日(刈 13: 15 -15: 00 大町公民館
10月31日幽 l3: 15 -15: 00 魚津保健所⑧
10月31日幽 17: 00-20:00 魚津保健所 →夜間検診

保健栄養学級 一般市民 10月6日(月) 13:30-16:00 鹿熊公民館

@第 l期=3回接種 13: 30-14: 00 魚津市健康センター -体温は自宅で計っ
百日せき 9月笑施日現在 2歳 該当地区 てきて ください。児で、 9月に 1回接

ジフテリア 極ずみの幼児。 村木 ・大町 ・本江 -母子健康手帳 ・印

⑨第2期=1回のみ接種 10月 3日ω 住吉 ・上野方 ・上 かんを持参 くださ

破 イ第 風 第 1期を 2回-3回 中島
L、。

〈三種混合〉
接種終了児て¥最終 道下 ・加積 ・経団
接種目後1年を経過 10月 6日(月) 片貝・西倉布施 ・天 ※接種できない禁忌
している 3歳児。 神 ・松 事項

予
13 : 30 -14 : 00 魚津市健康センター @ 発熱 ・下痢、ま

該当地区 たは心臓 ・じん臓

村木・大町 ・本江
肝臓疾患などのた

ポ オ 10月20日(月) 住中吉島 ・上野方 ・上 めに治療している
生後3か月から18か 者。

防 生ワクチン 月の聞に 2回実施。 道下 ・加積・経団 @ 鶏卵 ・鶏肉をた

10月21日(火) 片貝・西倉布施 ・天 べて発しんがでた
神 ・松 り、下痢をしたこ

10月27日(月) 受区けの方なかった全地 とのある者。

接
@ 接種前 l年以内

@'3歳-5歳児で施設 13:30-14:00 に、けいれんの症

等へ入っていない幼 第 l回接種 第 2回接種 状を起こしたこと

児。 10月17日幽 II月14日幽 坪野小学校 のある者。

種
@ 15歳以上・高校・一般。

上西布中施島小小学学校校

@ 過去において、
(なお、この注射は 1 10月21日(刈 II月17日(月) この予防接種によ
-4週間の間隔で 2回 り、副反応を起こインフJレ 接種。それぞれ該当地 10月23日(柑 II月20日(木) 住吉小学校
区の小学校で受けてく 10月24日幽 II月20日(村 経団小学校

したことのある者。

エンザ ださい〕 @ その他、接種を
10月27日(月) II月21日幽 松倉小学校 行うことが不適当

-接種料金 10月27日(月) II月20日休) 片員小学校 と認められた者は
@ 3歳-15歳未満児無

10月29日(水) II月21日幽 本江小学校 接種できませんの料。
⑥ 15歳以上・高校・一般 II月4日(刈 II月27日[対 上野方小学校 で、ご注意くださ

は、 1回につき4∞円。 II月7日幽 12月5日幽 道下小学校
し、。

犬の登録と(~1.1Il) 

狂犬病予防注射

講演会のお知らせ 10月10日-10月16日

とき 10月26日(日)

午前 9時-12時

ところ 魚津市役所前

料金 1頭につき

4，400円

。1)

テーマ 仮題

「母乳哨育の原点」

講師国立岡山病院長

山内逸郎先生

と き 11月9日(日)午後2時より

ところ 魚津市健康センター

40歳からの健康週間です/

健やかな老後を実現するためには壮年・実年期

からの積極的な健康づくり、健康管理が必要です。

成人病予防のためにも、地区での健康診査をぜ

ひ受けましょう。今月で地区の成人病検診はすべ

て終わりです。
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日
に
は
、
保
護
者
付
き
添

い
の
う
え
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

校

下

検

診

日

時

間

大
町
小
山
月
初
日
附
午
後
1
時

村

木

小

口

月
日
日
附
午
後
1
時

住
吉
小
口
月
加
日
附
午
後
1
時

上
中
色
町
小

口

月
日
日
附
午
後
1
時
初
分

松
倉
小
口
月
口
日
開
午
後
1
時

一叩月ポ

mE路標
識
週
間

L
J

日
ご
ろ
多
く
の
道
路
標
識
を
み
か

十

け
ま
す
。
こ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
に

一

道
路
交
通
を
安
全

・
円
滑
に
す
る
た
+

め
の
情
報
を
伝
え
る
た
め
設
置
さ
れ

↑

て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
標
識
の

一

情
報
を
い
か
し
て
、
正
し
い
道
路
の

+

利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

↑
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ぁ
ゅ
は
、

9
月
下
旬
頃
か
ら
産
卵
し

始
め
ま
す
。
来
年
の
豊
漁
を
期
待
し
、

次
の
禁
漁
期
間
、
区
域
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
マ
9
月
初
日
か
ら
叩
月
白
日
ま
で
採
捕

し
て
は
な
ら
な
い
区
域
。

⑥
角
川
H
北
陸
本
線
鉄
橋
か
ら
上
流

仰
メ
ー
ト
ル

⑥
片
貝
川

・
布
施
川
H
地
鉄
本
線
鉄

橋
か
ら
下
流
測
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

区
域

マ
叩
月
1
日
か
ら
叩
月
7
日
ま
で
は
、

ど
の
川
の
ど
の
場
所
で
も
、
あ
ゆ
を

採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
あ
ゅ
の
採
捕
許
可
期
間
は
、

6
月
お
日
か
ら
日
月
末
日
ま
で
で
、
そ

れ
以
外
と
前
記
の
産
卵
期
は
禁
漁
と
な

魚芳希Q'e然魚族問)
さめはだへいけがに

り
ま
す
。
イ
ワ
ナ
・
ヤ
マ
メ
の
禁
漁

叩
月
1
日
か
ら
翌
年
2
月
末
日
ま
で
、

県
内
全
河
川
で
の
イ
ワ
ナ

・
ヤ
マ
メ
の

採
捕
は
、
全
面
禁
漁
と
な
り
ま
す
。
禁

漁
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。/'1 / ;~ム

川(5.も v

昭和61年度

(市民税)
県民税j

第3期納期限は

10月31日です。

浅沼の砂泥底にすむ小型の力二で、二枚貝を
小さな2対のかぎつめのある脚で器用に脅おい
敵の目をのがれるおもしろい習性ガある。ヘイ
ケガ二の名はその昔、壇の浦で販れて海中に没

しだ平家のて霊ガ力二にのりうつつだという伝
説に由来する。この鬼のような顔は、甲羅の下
にある胃やl山臓、えらなどのもり上ガりによっ

てできるもので全くの自然のいだずらである。
しかし、貝を背おう姿は醜くい顔をかくそうと
するかのように見える。

マ
2
等
陸
・
海
・空
士
の
募
集
に
つ
い
て

1
採
用
予
定
数
(
県
内
)

川
一
般
(
四
歳
以
上
お
歳
未
満

の
者
)
2
等
陸
士
日
名

ω
高
校
生
(
昭
和
臼
年
3
月
卒
業

見
込
み
の
者
)

採
用
は
昭
和
臼
年
3
月
以
降

・
男
子

2
等
陸
・海
・空
士約
別
名

・
女
子

2
等
陸
・海
・空
士

2
募

集

期

間

若

干

名

ω
一
般
昭
和
白
年
叩
月
1
日

か
ら
ロ
月
白
日
ま
で

ω
高
校
生
昭
和
臼
年
刊
月
1
日

か
ら
昭
和
臼
年
3
月
剖

日
ま
で

3
待

遇
ω
身
分
特
別
職
国
家
公
務
員

ω
初
任
給
一

O
七
、
四

O
O円

ω
衣
・食
・住
支
給
ま
た
は
無
料

貸
与

ω
ボ
ー
ナ
ス
年
3
回
(
川
か
月
分
)

ω
各
種
国
家
免
許
を
と
る
機
会
あ
り

附
退
職
後
の
就
職
の
世
話
あ
り

間
通
学
(
大
学
2
部
等
)
ま
た
は

通
信
教
育
を
受
け
る
機
会
あ
り

マ
自
衛
隊
の
学
生
等
募
集
に
つ

い
て

言~ 資 格 1氏t 付 試 1験次 日
(Uk) 

学防衛大学校生 高21卒歳未見込満 10月 1日~ 11月 2-3日10月25日

防大学衛校医学科生 11 11 11月8-9日

自衛隊生徒 1中7卒歳(見未込満) 11年月 1 日~ 62年 1月6日62.fF. 1月 4日

1>問い合わせ ・相談先

自衛隊魚津募集事務局

魚津市上村木 1-23-8 (野田ビル内)

宮 0764(24) 1 0 3 6 

信もとお差益越知::lとλ"'"'ふJμ
~ヰZ芭:iJt忌語 1HJ r t'V;i.l，~ー司al，r '者

1 ぽ称略
山口松之助新宿 10，000円

中島長治 火の宮町 300，000円

古金義雄諏訪町 100，000円

魚津西口ーターアクトクラブ 21，337円

魚津市農協職員一同 13，000円

魚津飯金塗装整備工場 5，000円

魚津海洋スポーツ協会 50，000円

阿部 寛新宿 2区 30，000円

沢田哲夫横枕 10，000円

吉崎きょ上口二丁目 10，000円

魚津NTT伝送無線課 6，300円

岩崎勇一大光寺 30，000円

松下電子工業株式会社魚津工場

労使共催おらっちゃ祭実行委員会 49，175円

吉野石材工業庖 大光寺 10，000円

浜浦紘一六郎丸 90，000円

石川喜代治石垣 50，000円

米国賢一袋 100，000円

※受付の順番で掲載していますが、紙面

の都合で一部次の号以降になります。

マ
と

日
月
四
日
出

午
前
日
時
1
午
後
3
時
却
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
前

き

マ
と
こ
ろ

甲
種

・
乙
種
全
類

日
月
9
日
日

富
山
工
業
高
等
学
校

叩
月
3
日
幽

i
m月
日

口
以
同
月

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
魚
津
市
消
防

本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
0
2
9
5
予
防
課
ま
で

マ
試
験
種
別

マ
試
験

日

マ
試
験
会
場

マ
願
書
受
付

実
施
地
域
:
:
:
西
布
施
地
区
・
天
神

地
区
(
木
下
新
)
・
上
中
島
地
区
。
点
検

に
は
県
L
P
G協
会
魚
津
支
部
保
安
点

検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

宮

@
5
3
4
0

L
P
ガ
ス
を
使
っ
た
後
は
、
閉
止
弁

(
元
栓
)
を
締
め
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
廻
ら
な
い
閉
止
弁
が
あ
っ
た
ら
販

売
庖
で
取
替
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

勺
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ザ

…

ご

ざ
い
ま
し
た
…

一
V
魚
津
市
社
会
福
祉
基
金
と
し
て
一

一
⑨
魚
津
市
経
団
西
町
八

l
十
六

一

…

二

十

万

円

長

谷

川

静

江

殿

…

…
⑥
魚
津
市
火
の
宮
町
六
|
十

五

…

…

十

万

円

中

島

長

治

殿

…

(13) 

¥ 
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駅
前
新
町
(
国
鉄
ガ
ー
ド
前
)
に
あ
る
中
央
分
離
帯

の
花
壇
に
、
カ
ン
ナ

・
サ
ル
ビ
ア
な
ど
た
く
さ
ん
の

花
が
今
が
さ
か
り
と
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

8
月
幻
日
に
行
な
わ
れ
た
花
と
緑
の
銀
行
主
催
の

一
般
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
入
賞
し
ま
し
た
。

駅
前
新
町
町
内
会
の
方
々
が
通
行
の
み
な
さ
ん
に
心

の
安
ら
ぎ
を
と
丹
精
込
め
て
管
理
し
て
お
ら
れ
る
も

の
で
す
。

な
お
、
経
団
駅
前
に
あ
る
(経
団
花
壇
愛
好
会
管
理
)

花
壇
も
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
ま
し
た
。

ヒナキジの放鳥企
狩猟シーズンを前に、 9月9日 ・10日の両日、キジ

のヒナが県下一斉に放鳥された。乱獲による減少を

防ぐために県と県猟友会が行っているもので、県下

各地で1100羽が放鳥された。魚津市内では、上野方

休猟区に48羽 、狩猟区の長引野で20羽が放された。

行司姿で交通安全呼びかけ
大相撲の24代目立行司式守伊之助さんが、 9月

3日、川原派出所前で交通安全を呼びかけました。

知人の招きてい魚津市を訪 れていた式守さんが、秋の

交通安全運動にと立行司姿で街頭に立ち 、 シート

ベルト 着用などと 書いた自筆の色紙60枚を軍配に

V 載せ、通りかかったドライバーに手渡しました。

家庭奉仕 .砂

魚津ライオンズクラブの人たちが、 9月18日午後、市内の

独り暮 らし老人宅を訪れ、一 日家庭奉仕を行いました。広田

清定会長ら20人が、市ホームへルパーと共に、緑町の田浦と

めさん(85)宅など 6世帯を訪ね、窓ふきや家の掃除、庭の草

むしりなどを行い、みなさんから大へん喜ば、れていました。

日

そ
ろ
そ
ろ
渡
り
鳥
の
季
節

で
あ
る
。
北
の
寒
い
固
か
ら

日
本
列
島
に
立
ち
寄
っ
て
、

ま
た
南
の
温
い
国
に
民
族
移

動
し
て
い
く
。
井
上
靖
の
小

説
『
海
峡
』
は
、
夜
の
野
球
場

に
シ
ギ
科
の
渡
り
鳥
が
迷
い
こ
ん
だ
話

か
ら
書
き
出
し
て
あ
る
。

モ
ズ
(
百
舌
鳥
)
の
高
鳴
き
が
聞
か
れ

る
季
節
に
な
っ
た
。
ケ
ヤ
キ
の
高
い
こ

ず
え
で
烈
し
い
さ
け
ぴ
を
あ
げ
る
と
、

そ
こ
ら
に
い
た
小
鳥
ど
も
は
、
あ
わ
て

て
巣
に
も
ぐ
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
け
た

た
ま
し
い
鳴
き
声
も
、
自
分
の
食
糧
を

分
散
貯
蔵
し
て
あ
る
領
土
、
ナ
ワ
張
り

を
仲
間
に
宣
言
す
る
H

デ
ク
ラ
レ

l
シ

ヨ
ン
・
オ
プ

・
テ
ン
ト
リ

l
H
だ
と
い

わ
れ
る
。
だ
か
ら
時
折
、
食
糧
の
争
奪

で
モ
ズ
同
志
が
空
中
で
取
組
ん
だ
ま
ま

地
上
に
落
ち
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
モ
ズ
は
か
秋
を
告

げ
る
使
者
。
と
い
わ
れ
て
お
り
、
高
く

晴
れ
上
っ
た
秋
空
に
ふ
さ
わ
し
い
モ
ズ

の
高
鳴
き
は
、
妙
に
秋
の
季
節
感
を
深

め
る
こ
と
だ
ろ
う
。

何
千
キ
ロ
も
の
長
い
旅
路
の
渡
り
鳥

を
、
カ
ス
ミ
網
で
一
網
打
尽
に
す
る
な

ど
の
心
な
き
仕
業
だ
け
は
、
ご
免
こ
う

む
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
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編 集予

印刷/魚津印刷株式会社

E置彊圏E・
人(前月対tt)

23，983(ー2)
25，994( +8) 

49，977( +6) 

13，608世帯

200.75k附

7.9km 

編集/企画広報室

(8月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線


